
資料１

№ 意　見 市の考え方

　　　　※市民会議で説明（修正前）※市民会議で説明（修正前）※市民会議で説明（修正前）※市民会議で説明（修正前）

　

　新庁舎の位置にあたっては、議会等へ進捗

状況を報告するとともに、市民からの意見募

集も実施するなど、順を追って進めてきまし

た。

　また、市役所の位置を旭文化の杜公園内に

定める条例の一部改正が特別議決として可

決されたことは、適切に位置選定がなされた

ものと考えます。

　新たな公園整備は、現庁舎敷地と矢指地区

に築山型の避難施設を都市計画公園として

配置することで、平常時は、近隣住民の伝統

行事等のイベント広場や市民の交流・憩いの

場として地域の交流機能の充実を図り、災害

時には、避難場所等として地域の防災機能を

さらに高めるものと考えます。

旭市新庁舎建設基本計画（案）に対する意見への市の考え方（案）

1

　新庁舎の位置について、12月議会で文化

の杜の一部に決定したとのことであるが、位

置選定に当たって庁舎建設検討委員会及び

庁舎建設市民会議、議会等それぞれの機関

において充分なる議論がなされての結果で

あったか非常に疑問に思われる。

　我々市民にとっては、都市公園の補助金返

還や庁舎転用面積分について、現庁舎解体

後の跡地（市の貴重な財産）への新たな都市

公園の建設等々のメリット、デメリットが全く知

らされずパブリックコメントを求められても提案

の方法が考えつかない。

　

　新庁舎の位置にあたっては、議会等へ進捗

状況を報告するとともに、市民からの意見募

集も実施するなど、順を追って進めてきまし

た。

　また、市役所の位置を旭文化の杜公園内に

定める条例の一部改正が特別議決として可

決されたことは、適切に位置選定がなされた

ものと考えます。

　新たな公園整備については、現在、矢指地

区に事業を進めている築山型の避難施設を

都市公園として配置することで、平常時は、

緑地広場を市民の交流・憩いの場として、災

害時には、５００人が避難できる避難場所とし

て、防災倉庫等も含めて整備を進めていま

す。

　なお、現庁舎解体後の整備については、新

庁舎の完成を平成３２年度末を予定してお

り、現庁舎はその後に解体し、都市公園とし

て整備する予定ですので、現時点での具体

的な内容は示せませんが、近隣住民の伝統

行事等のイベント広場や災害時の避難場所

等として、地域の交流・防災機能の充実が図

られるように計画したいと考えます。

　旭文化の杜公園の整備に充てた補助金に

ついては、返還のない方向で、県、国と協議

を進めています。

※※※※市民会議での意見を踏まえて（修正後）市民会議での意見を踏まえて（修正後）市民会議での意見を踏まえて（修正後）市民会議での意見を踏まえて（修正後）
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№ 意　見 市の考え方

2

　新庁舎建設計画（案）について、どの機関

でどのような議論がなされ本案が策定された

か、本案を見る限りでは職員目線での案とし

か思われない。

　一市三町の合併後12年目に入り、本市にお

いても5,000人もの人口減があり、今後も加速

的にこれらの現象が強まることを考えるなら

ば、利用でき得る施設は充分に利用しなが

ら、現庁舎が老朽化により耐震基準に充たし

ていないとするならば、コンパクトな庁舎を現

在地に建設すべきではないか。

　※修正なし※修正なし※修正なし※修正なし

　基本計画策定にあたっては、本市の基本構

想や他市の情報等を踏まえて、業者委託せ

ずに職員で素案を作成し、それを基に、市民

代表等で構成する新庁舎建設市民会議や議

会に説明等を行いながら基本計画（案）を作

成しました。

　新庁舎の位置として旭文化の杜公園は、市

民の利便性や想定される災害への対応など、

総合的判断から選定したもので、今後５０年

以上は使用することを考えた場合、妥当と考

えます。

　※市民会議で説明（修正前）※市民会議で説明（修正前）※市民会議で説明（修正前）※市民会議で説明（修正前）

　

　新庁舎建設にあたっては、現在の庁舎機能

のあり方を抜本的に見直したうえで、庁舎とい

う器だけでなく、その中身となる行政組織の機

能についても、市民目線での改革を進めてい

きたいと考えます。

　新庁舎建設にあたっては、現在の庁舎機能

のあり方を抜本的に見直したうえで、庁舎とい

う器だけでなく、その中身となる行政組織の機

能についても、市民目線での改革を進めると

ともに、新庁舎は市民が集い賑わう暮らしと文

化の中心の場として、魅力ある施設になるよう

に進めていきたいと考えます。

　窓口機能については、市民にわかりやす

く、利用しやすいように、市民の利用の多い

部署を１階に配置するとともに、関連した窓口

も近接させて、一連の手続きを円滑に行える

ようにするほか、きめ細やかな対応が可能と

なるように、正面玄関の近くに総合案内所の

設置を計画します。

　また、誰にでもわかりやすく目的の場所に誘

導できるように、視認性を重視した案内表示

の設置や車椅子、ベビーカーを利用する方

が安全に通行できるように、段差や勾配のな

い、ゆとりのある通路幅を計画します。

　

3

　現庁舎の課題について、市民サービスの低

下や業務効率の低下等が記されているが、

平成17年一市三町の合併による分庁方式に

より、既存施設の利用が図られ教育委員会は

じめ建設課や農水産課の組織が各支所に配

置されたため、市民に混乱が生じている。

　また、一か所でこれら多くの職務の用がなさ

れない不便さを記しているが、多くの市民の

用事は各支所にて済むことであり、全く当を

得ない指摘である。

　本庁方式、分庁方式の分類の定義はどのよ

うなことなのか。

　住民サービスの低下や職員間の連帯意

識、その他の諸問題は職員がどのように意識

を高めて、これ等指摘された事項については

職員各位が、日々の業務執行に当たって市

民サービスとは何かと、心していれば解決で

きる問題であると思われる。

※※※※市民会議での意見を踏まえて（修正後）市民会議での意見を踏まえて（修正後）市民会議での意見を踏まえて（修正後）市民会議での意見を踏まえて（修正後）
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4

　サービスは高く負担は低くとの掛け声で、平

成17年に一市三町での合併はされたが現状

はどうか。

　市町村合併とは組織を大きくすれば、一時

的には国が面倒を見なくとも凌ぐことができる

との政府の考え方であると思う。

　そのような背景からして、後期高齢者医療

制度の県下一本化や平成30年を目途に県下

一本化に向け進められている国民健康保険

事業もそうであると思う。

　これらのことを見ると、第2次の合併（県では

数年前に第二次の合併構想）も遠い日では

ないのではと思われる。

　そのためにも箱ものはコンパクトなものでよ

く、将来に負の遺産は残してはならない。

　※修正なし※修正なし※修正なし※修正なし

　新庁舎建設の設計を進めるにあたっては、

建設工事費や移転費のみだけで判断するの

ではなく、庁舎の修繕や耐用年数の経過によ

る解体処分までも含めたうえで、真に必要な

機能・施設を精査して、後世への負担を考慮

した整備を考えます。

5

　図書館もしくは児童館を併設して頂きたい

です。

　登下校で子供達と保護者が待ち合わせして

いるのを見かける。災害時にも下校途中に一

時避難できる。

　※修正なし※修正なし※修正なし※修正なし

　

　新庁舎の規模を12,000㎡以下としており、こ

れは庁舎機能として必要な面積を算出してい

るもので、将来の維持管理費等も含めて、で

きるだけ建設事業費を抑えた市庁舎単独の

建設整備を考えます。

　交流空間としては、市民が気軽に利用でき

るように、待合スペースや多目的利用も想定

して、ゆとりのある市民ロビーを計画します。

6

　耐震に関して、先日、新聞に免震構造を過

信しない方がいいとあったような気がする。

　新しくしたら、この先なかなか直せないと思う

ので、しっかり検討して頂きたいです。

　※修正なし※修正なし※修正なし※修正なし

　建築構造は、非常に重要な要素であると考

えます。

　今後の設計段階において、経済性や地盤

条件などを十分に検討して、５０年以上の長

期間にわたり庁舎を維持し、災害時に庁舎が

機能するよう万全を期していきたいと考えま

す。

7

　備蓄倉庫について、浸水とかあるので、下

の階だけでなく上の方にもあった方がいいと

思います。

　※修正なし※修正なし※修正なし※修正なし

　市民の安全安心を支える庁舎として、戸籍

や公文書などの重要書類を保管する書庫や

災害対策室等の防災機能は、中層階に配置

を計画します。
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資料２ 

旭市新庁舎建設基本計画（案）抜粋 

26 

イイイイ    交流機能（交流機能（交流機能（交流機能（市民ロビー市民ロビー市民ロビー市民ロビー、休憩・飲食スペース、、休憩・飲食スペース、、休憩・飲食スペース、、休憩・飲食スペース、市市市市政政政政情報スペース情報スペース情報スペース情報スペースなど）など）など）など） 

市民が気軽に利用し、展示会など多目的にも利用できる明るく快適な 

交流空間を計画します。 

（ア）市民ロビーは、展示会や税の申告相談、期日前投票などの多目的 

利用を想定して、広く、ゆとりのある空間を計画します。 

 

（イ）休憩・飲食のできるスペースや売店、ATM などの設置について検討 

  します。 

 

（ウ）市政情報や地域の歴史、文化などを PR できるスペースを計画し、 

行政資料室の設置や公衆無線 LAN の環境整備も検討します。 

 

  ウウウウ    防災機能（災害対策室、防災機能（災害対策室、防災機能（災害対策室、防災機能（災害対策室、防災無線室、防災無線室、防災無線室、防災無線室、耐火書庫耐火書庫耐火書庫耐火書庫など）など）など）など）    

    市民の安全・安心を守るため、迅速な指示が行える災害対策本部機能

や戸籍などの重要書類を守るための耐火性の書庫などを計画します。 

   （ア）災害対策室は、市長室などと近接して配置し、普段は、政策決定

用の会議室などとして利用できるように計画します。 

 

   （イ）防災無線室は、災害対応が迅速に行える場所に計画します。 

 

   （ウ）耐火書庫は、執務の効率性などに配慮して計画します。 

 

   （エ）災害対策活動を行うのに必要な水や食料等を市内の防災備蓄倉庫

と補完しながら、備蓄するスペースを災害対策室と近接して計画し

ます。 

※意見募集（パブリックコメント）※意見募集（パブリックコメント）※意見募集（パブリックコメント）※意見募集（パブリックコメント）ののののご意見を踏まえてご意見を踏まえてご意見を踏まえてご意見を踏まえて、、、、新たに記載しました。新たに記載しました。新たに記載しました。新たに記載しました。    

 

  エエエエ    執務執務執務執務機能機能機能機能（（（（市長室、市長室、市長室、市長室、執務室、会議室執務室、会議室執務室、会議室執務室、会議室、休憩室、休憩室、休憩室、休憩室など）など）など）など）    

    市民の個人情報などへのセキュリティに十分配慮するとともに、時代

のニーズや行政需要の変化に柔軟に対応できる仕切りのないフロア、ま

た、職員が十分に能力を発揮できる職場環境を検討します。 

（ア）市長室、副市長室、教育長室を計画します。 

 

（イ）専用の応接室や訪問者の受付、待合スペースを計画します。 

 

（ウ）執務室は、オープンで一体的な空間とし、課内外のコミュニケー

ションがとりやすい空間を計画します。 



旭市新庁舎建設計画スケジュール（案）旭市新庁舎建設計画スケジュール（案）旭市新庁舎建設計画スケジュール（案）旭市新庁舎建設計画スケジュール（案）

6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3

①

③

④

基本計画

建設工事

試運転・移転

② 設計業務

項　　目

平成28年度

2016

平成29年度

2017

平成30年度

2018

平成31年度

2019

平成32年度

2020

平成33年度

2021

資料３

準

２０ヶ月

準

準

基本設計（６ヶ月）

開発行為申請など

実施設計（１２ヶ月）

建築確認申請など

施工・移転監理（２０ヶ月）

意図伝達など


